
ラパン３月 - 01

はじめのうた

季節のカード（行事編）

俳　　句 与謝蕪村　松尾芭蕉　石橋秀野

あそびうた　　まねっこパンダ

早口ことば　　「隣の客はよく柿食う客だ」

かぞえうた　　１匹　１番　１膳　　（犬、相撲、箸）

今月の詩 むかし噺　　北原白秋

う　　た 合成のうた　

ことわざ 風前の灯　　下手な鉄砲も数うちゃ当たる 

仏の顔も三度　安物買いの銭失い　　  

う　　た 単位のうた　　

なぞなぞ

手あそびうた　ずいずいずっころばし　

今月のうた　　はんたいことば　　

四字熟語 一朝一夕　自業自得　百発百中

おはなし はなさかじじい

童　　謡 朧月夜

イメージトレーニング　  森のお友だち（第12話　くま子さんと会う）

（イメージしてみましょう）

漢　　詩 黄鶴楼にて孟浩然の広陵に之くを送る

百人一首 藤原基俊　清少納言　蝉丸　藤原興風　

復習コーナー

暗　　示　　（静かなところで目を閉じて聞きましょう）
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春雨や　ものがたりゆく　蓑と傘　
　与謝蕪村

四方より　花吹き入れて　におの海　
　松尾芭蕉

春さむし　ねざめの畳　よく匂う　

　石橋秀野

はるさめ　 　みの　  かさ

  し  ほう　  はな  ふ　 　い　 　 うみ

はる　  たたみ　 　にお

 よ   さ    ぶ  そん

まつ  お　 ば しょう

いし ばし ひで  の

ラパン３月 - 02

俳　句俳　句俳　句



ラパン３月 - 03

《まねっこパンダ》

まねっこ　パンダが　やってきた

いっしょにいっしょに　やってみよう

あたま　くち　おへそ　はい　（トン　トン　トン）

おなか　みみ　みぎ足　はい　（トン　トン　トン）

あたま　かた　おしり　はい　（トン　トン　トン）

ちょっと　はやく　なりますよ

こしポン　ひざポン　目　みみ　おへそ　はい

（トン　トン　トン　トン　トン）

右足タッチ　左足タッチ　あご　かた　眉毛　はい　

（トン　トン　トン　トン　トン）

肩　足　肩　ポン　頭　口　おひざ　はい

（トン　トン　トン　トン　トン）

 あし

　め

みぎ あし　 　ひだりあし　  まゆ  げ

かた　  あし　  かた　 　あたま　  くち　

あそびうたあそびうたあそびうた



むかし噺
　北原白秋

山へとゆくのはお爺さん、

川へと下るはお婆さん。

山では柴刈る鉈の音、

川では桃呼ぶ小手まねき。

むかしのむかしはなつかしい、

いつでも青空、日和鳥。

ねんねのお里はなつかしい、

いつでも夕焼、藪雀。

山へとゆくのはお爺さん、

川へと下るはお婆さん。

ばなし

やま　  じい

かわ　　　　くだ　　　　　　 ばあ

やま　  しば  か　  なた　　おと

かわ　　　　 もも  よ　　　こ   て

　 あおぞら　　  ひ よ り どり

 さと

　  ゆうやけ　   やぶすずめ

やま　  じい

かわ　　　　 くだ　　　　　　 ばあ

きたはらはくしゅう

ラパン３月 - 04

今月の詩今月の詩今月の詩



ラパン３月 - 05

風前の灯

　風の吹く中に置かれた灯が、今にも消えそうになる

　ことから、危険に直面し、滅亡

　寸前であること。

下手な鉄砲も数うちゃ当たる

　へたでも何度もやれば、まぐれでうまくいくことも

　ある。

仏の顔も三度

　どんなに穏和な人でも、たびたびひどいことをされ

　れば、腹を立てる。

安物買いの銭失い

　安いものは品質も悪く長持ちしない。安いものを買

　えばかえって損をする結果になる。

　 なん  ど

　  おん  わ　　   ひと

　  はら　　　た

やす　　　　　　　　　 ひんしつ　　  わる　　  なが  も　　　　　　　　　　　　やす　　　　　　　　　  か　

　 そん　　　　　　　けっ  か

ふう ぜん　 ともしび

 へ    た　  てっ ぽう　  かず　   あ

ほとけ　　かお　  さん  ど

やすもの  が　  ぜにうしな

ことわざことわざことわざ

かぜ　　   ふ　　　なか　　   お　　　　　　 ともしび　　　  いま　　          き

　  き  けん　　 ちょくめん　　　　　めつ ぼう

すん ぜん



１　天気がいいとおるすばん、雨がふると元気におで
　かけなあに？

２　りっぱと言われてるのに、いつも足でふまれてい
　るものはなあに？　

３　うしはうしでも、あたまにかぶるうしはなあに？

４　かばはかばでも、おなかにいっぱい物をつめこむ
　かばはなあに？

てん  き　 　 あめ　  げん  き

  い　  あし

　もの

ラパン３月 - 06

なぞなぞなぞなぞなぞなぞ



ラパン３月 - 07

《ずいずいずっころばし》

ずいずい　ずっころばし
ごまみそ　ずい
ちゃつぼに　おわれて
トッピンシャン
ぬけたら　ドンドコショ
たわらの　ねずみが
こめくって　チュー
チュー　チュー　チュー
おとさんが　よんでも
おかさんが　よんでも
いきっこなしよ
いどのまわりで　おちゃわんかいたの　だあれ

1

みんなでわになり、わっかにしたりょう手をまえにだす。

おには、うたにあわせて、じゅんばんに手のあなに人さしゆびをいれていく。

うたいおわったとき、ゆびが入っている手をおろす。

さいごまで手がのこった人がつぎのおにになる。

て

て

て

て ひと

ひと

はい

手あそびうた手あそびうた手あそびうた



《はんたいことば》

くらべてみよう　はんたいことば

大きい　小さい　大きいぞうと　小さいねずみ　

長い　　短い　　うさぎの耳と　ねこの耳

高い　　低い　　高いビルに　低い家

太い　　細い　　太いうどんと　細いそば

明るい　暗い　　明るいお日さま　暗い夜

まだまだあるよ　はんたいことば

上と下　右と左　前と後ろ　内と外　近い遠い

みんなも　たくさん　さがしてみよう

おお　 　ちい　  おお　  ちい

なが　  みじか　 　  みみ　　　　　　　　　　　  みみ

たか　 　ひく　 　たか　　　　　　　　　　　  ひく　　 いえ

ふと　 　ほそ　 　ふと　　　　　　　　　　　　　  ほそ

あか　 　くら　 　あか　　　　　　　  ひ　　　　　　　 くら　　 よる

うえ　   した　   みぎ　　ひだり　   まえ　   うし　  うち　  そと　   ちか　  とお

ラパン３月 - 08

今月のうた今月のうた今月のうた



ラパン３月 - 09

一朝一夕

　わずかな期間のこと。

自業自得

　自分がした悪いおこないの報いを自分自身で受ける

　こと。

百発百中

　銃弾や矢がすべて的に当たること。予想やねらいな

　どがすべて思い通りになること。

いっちょういっせき

 じ  ごう  じ  とく

ひゃっぱつひゃくちゅう

四字熟語四字熟語四字熟語

　き  かん

   じ  ぶん　　　　　　　わる　　　　　　　　　　　　　  むく　　　　　 じ   ぶん  じ  しん　　  う

じゅうだん　　   や　　　   　　　　　  まと　　   あ　　　　　　　　　　　　 よ  そう

　  おも　　 どお



ラパン３月 - 10

　「はなさかじじい」は、犬をかわいがっていたやさしい

おじいさんおばあさんと、欲張りなおじいさんおばあさん

のお話です。

　お話を聞いた後で、質問にこたえてみましょう。

１　犬の名前は、何といいましたか。

２　優しいおじいさんが掘ったら、何が出てきましたか。

３　欲張りなおじいさんがおもちをついたら、どうなりま

　したか。

４　優しいおじいさんは、灰をどうしようと考えましたか。

５　欲張りなおじいさんは、しまいにはどうなりましたか。

はなさか
 じじい

 いぬ

　  よく  ば

   はなし

　はなし　　  き　　　　　あと　　　　  しつ もん

　いぬ　   な  まえ　  なん

　やさ　 　ほ　  なに　  で

　よく  ば　

　やさ　   はい　  かんが

  よく  ば

　

おはなしおはなしおはなし
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ラパン３月 - 12

百人一首百人一首百人一首
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